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実
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す
れ
も
午
後
一

時
か
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施
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従
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区

域
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西

一な
お
、
投
票
区
の
増
設
に
伴
う
投
一
ム
日
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二
月
五
日
午
後
一
時

松
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村
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よ
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松

地

区
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を
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区
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び
に
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次
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一
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保
大
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絡
協
議
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分
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昭
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お

り

ま
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二
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す
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♂
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習
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三
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績
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縦
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落
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巻
旨
と
す
る
乙
と
。

あ

が

る

予
定
で
あ
る
か
ら
、
と
一

市
民
に
先
ん
じ
て
憂
え
る
の
心
一
れ
に
基
き
全
般
的
な
都
市
計
画
一

構
え
で
仕
事
を
遂
行
し、

そ
の

一

を

完

成

し

た

い

。

一

結
果
市
民
に
寓
ん
で
い
た
だ
い

一

ま
た
四
、
五
月
ご
ろ
に
開
港
予
一

て
か
ら
後
で
、
こ
の
仕
事
を
や
一

定
の
大
村
担
港
が
ス
ム
ー
ス
に
一

っ
て
良
か
っ
た
と
楽
し
む
よ
う
一
完
成
す
る
よ
う
全
面
的
に
協
力

一

に

心

掛

け

る

。

一

し
て
、
大
村
市
を
県
内
の
近
代
一

第
三
に
私
が
市
長
就
任
以
来
、

一

的
交
通
路
の
中
心
に
し
た
い
。
一

六
年
目
を
迎
え
た
が
、

一
般
的

一

さ
ら
に
大
村
白
土
鉱
業
の
工
場

一

に
お
互
い
の
気
心
が
わ
か
り
す
一

が
本
年
中
に
完
成
の
予
定
で
あ

一

ぎ
る
と
、
や
や
も
す
れ
ば
積
極
一
る
か
ら
、
乙
れ
に
全
力
を
挙
げ一

性
を
失
い
易
い
の
で
、
乙
の
点

一

て
協
力
し
、
相
先
伝
来
の
貴
重
一

川

各
自
が
自
覚
し
て
職
買
を
果
し
一

な
地
下
資
源
を
活
用
し
た
い
。

一

千

て

も

ら

い

た

い

。

一

乙

れ

ら

と

同

時

に

実

質

的

赤

字

解

一

ど

〔
所
長
訓
示
要
旨
〕
昭
和
一一一

第

一
に
今
後

一
周
積
一拍的
服
務

一次
に
災
害
復
旧
と
併
せ
て
行
う
ベ

一消
を
図
り
健
全
財
政
の
確
立
に
努

一

す
一十
三
年
と
い
う
年
は
昨
年
の
犬
水

に

努
力
す
る
乙
と
。
与
え
ら
れ
一き
発
展
的
施
策
と
し
て

は

一

め
た
い

。

一

日

一容
の
後
始
末
と
し
て
、
本
栴
的
復

た

勝
目
、
任
務
を
お
ざ
な
り
に
一
大
村
航
空
際
の
協
力
に
よ
り
市

一

年
頭
に
当
り
心
気
を
一
新
し
て

場

一旧
に
全
力
巻
尽
す
べ
き
年
で
あ
る

や
る
の
で
は
な
く
、
能
率
的
な一

内
の
航
空
写
真
が
完
成
し
た
の
一

大
要
以
上
の
乙
と
を
今
年
の
重

次

一と

思

っ

。

成

果

挙

期

し

市

民

に

対

す
る
サ
一
で
、
乙
れ
を
基
に
し
て
市
の
地

一

点
的
仕
事
と
し
て
遇
進
し
た
い

い

一し
か
し
乙
の
復
旧
の
た
め
に
発
展

1
ピ
ス
の
向
上
に
心
掛
け
る
。一

図
を
作
成
中
で
、
一ニ
、
四
月
ど
一
の
で
令
職
員
一
閣
の
協
力
を
お

一的
栴
策
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

は

第

二
に
市
民
に
対
し
先
疫
俺
楽
一
ろ
に
は
大
の
梯
尺
地
図
が
で
き

一

願
い
す
る
。

(

庶
務
課
)

明

る

い

夜

道

・

安

全

交

通

一玄
す
が
、

電
球
が
切
れ
た
り
、
そ
一
市
内
を
明
る
く
住
み
好
い
町
に
す
一
め
次
の
乙
と
に
協
力
し
て
く
だ
さ
五
君

(
水
田
二
区
)
は
O

十
代
の

司

、

コ

』

/

d

一の
他
の
故
陣
な
ど
に
気
が
つ
か
ず
一
る
よ
う
に
ど
協
力
を
拘
願
い
し
ま
一
い
。
一
時
代
に
貧
し
い
生
一
間
を
し
た
の
で

街

灯

の

点

倹

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

一往
々
に
し
て
消
え
た
ま
ま
の
所
が
予
。
な
お
保
安
燈
の
故
障
を
っ
三
管
の
露
出
部

品

名

き

れ
で
下
、
小
学
生
で
学
用
品
な
ど
の
不

一あ
り
ま
す
の
で
、
か
ね
て
大
村
啓
一
い
て
は
市
建
設
課
ま
で
ど
連
絡
く
一
巻
き
、
冷
気
が
薗
接
管
に
あ
た
一
自
由
な
方
へ
学
用
品
購
入
代
の

一

市
内
の
街
燈
は
保
安
鰭
五
十
燈

一寄
贈
の
街
開
燈
七
十
燈

(維
持
管

一察
署
で
ふ
，響
官
が
受
持
地
区
ぞ
巡
一
だ
さ
い
。

(
建
設
課
)
一
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
。
一
部
に
で
も
o
と
、
冗
百
円
を
十
五

(
市
が
設
備
し
維
持
管
理
す
言

一理
は
地
元
で
行
う
も
の
)
が
設
置

ら

す

る

時

に

発

表

雲

害

者一

水

制

配

引

も

一

ム
も
し
管
内
が
凍
っ
て
系
出
な
一
日
教
育
委
員
会
へ
寄
託
し
た
。

の
)
街
路
燈
百
八
十
八
燈
(
市
が
一
さ
れ
合
計
一ニ
尚
八
燈
と
、
そ
の
他
一に
注
意
を
促
す
よ
う
と
協
力
手
願

一

一
い
と
き
は
、
給
水
栓
そ
開
き
、

一

(

市

教

委
)

設
世
話
し
て
半
額
程
度
の
補
助
一市
公
営
住
宅
に
付
設
さ
れ
た
屋
外

一
っ

て

お

り

ま

す

が

、

各

町

内

の

地

一

マ

フ

ラ

ー

を

一

事

柔

管

の

方

へ

向

っ

て

少

一

農

飢

即

断

劃

州

問

習

を
し
、
維
持
管
理
は
町
内
等
地
元
一
燈
若
干

(電
灯
料
等
の
消
耗
品
費
一
元
責
任
者
の
方
々
も
今
後

一
層
と

一破

損

め

場

合

は

水

遁

課

へ

一

し

つ

つ

儲

け

て

く

だ

さ

い

。

一

ー

一

一

一

一

一

と

実

演

引

日

・

1
日

で
行
う
も
の
)
が
あ
り、

さ
ら
に
一
は
地
元
で
負
担
す
る
も
の
)
が
あ
一
注
意
く
だ
さ

っ
て
故
障
の
修
理
、
一
毎
年
冬
に
な
る
と
寒
気
で
管
内
の
一
ム
熱
濁
を
急
徴
に
掛
け
る
と
、
管
一

昨
年
十
二
月
か
ら
西
日
本
新
聞
社
ア
、
大
変
市
常
用
る
く
な
っ
て

一
爆
の
点
検
な
ど
に
つ
と
め
、
街
一怒

号

、

管
が
破
裂
す
る
も
の
一
の
内
と
外
の
霊
長
異
左
一
ム
日
時
一

月
三

十

百

松

原

、

-
W犯
安
全
交
通
ぶ
立
っ
て
お
り
一
燈
を
完
全
に
点
燈
し
て
お
互
い
に

一が
で
き
ま
す
が
、
乙
れ
ぞ
防
ぐ
た
一
じ
管
が
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
熱
一
一

一
月
百
鈴
田

一
湯
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
よ
う
一
ム
講
習
内
容
エ
ン
ヲ
ン
、
耕
転

ど
注
憲
く
だ
さ
い

。

一

機

、

精

崎

ー

し

鷹

課
)

な
お
水
道
管
が
破
損
し
た
場
合
な
一

一l
1
1
1
11
1

1
一

二

落

し

物

一

ど
は
水
道
課
(
電
三
四
三
、
九
一
一

一

一

五
)
へ
連
絡
す
れ
ば
直
ち
に
係
員
ム
劃
釦
劉
問
月
1
日
腕
時

五

ほ

浮

い

い

噴

)

一計
一
コ
(
ク
ロ
ー
ム
側
バ
ン
ド
破

紳

戸

光

明

寮

生

募

集

一損
)
6
円
現
金
千
円

(千
円
札
一

一
)
A
M
日
現
金
三
千
円

(千
円
札

国
立
神
戸
光
明
寮
で
は
昭
和
三
十

一一一
一枚
)
ム
同
現
金
千
円
(
千
円
和

三
年
度
の
寮
生
を
募
集
し
て
い
る

士

、
ピ
一
丁
ル
製
ニ
ツ
折
財
布
ん

の
で
、
入
寮
希
望
の
方
は
一
月
三
一
)
ム

n円
腕
時
計
一
コ

(女
物
八

十
日
ま
で
翠
事
務
所
へ
お
出
で
石
干
石
入
、
セ
イ
コ
ー
色
合

く
だ
さ
い
。

一現
金
千
二
百
十
王
円

(千
円
札

一

同
寮
は
二
十
六
年
に
開
設
さ
れ
、
一
百
円
札
一
、
五
十
円
貨
二
、
十
円

毎
年
約
六
十
名
の
視
覚
陣
奪
三
賀
一

、
冗
円
竺

、

費

者

)

入
警
c
せ
、
乙
れ
ら
に
あ
ん
煙
、

一ム
お
川
腕
時
計
一
コ

(婦
人
用
、

は
り
、
き
ゅ
う
の
職
業
教
育
を
施
一角
型
、
黒
色
バ
ン
ド
)
ム
却
日
現

し
、
そ
の
更
生
と
福
祉
に
非
常
な

一金
千
円

(
千
円
札

一
)
ム
初
日
現

好
成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。

一金
千

一
円

(千
円
札

一
、
一円
札

(
補
祉
事
務
所
)
一
一
)
以
上
い
ず
れ
も
現
金
は
県
支

一
金
庫
、

成

人

の

日

の

佳

話

一品
物
は
大
村
察
署
に
保
管
し
て

乙
ん
ど
成
入
式
ぞ
迎
え
た
池
田
政
一
あ
り
ま
す
。

(

大
村
欝
紘一署
〕

-
式
一

白

川
川
一

)
一
山
一
防
一

山
日
↑
恒
例
の
大
村
市
消
防
団
一て
、
各
頑
功
労
者
に
対
し
県
消
防
一
略
)

一
川
初
式
は

一
月
十
日
午
一
協
会
長
、
大
村
市
長
、
田
添
凶
長一

探
消
防
協
曹
長
表
彰

凶
九
時
一ニ
十
分
か
ら
県
立
園
芸
高
一
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
一
一
特
別
有
功
議

場

一
外
四
名

校
一組
動
場
で
、
紺
の
ハ
ツ
ピ
に
身

一
れ

た

。

一

一有
功
前
一
両
以
良
恒
轄
外
二
十
名

を
凶
内
た
ペ
村
市
民
を
始
め
回
一
部
一
つ
い
で
知
事
、
県
消
防
協
会
長
、
一
一情
雲
仙
)田
崎

一男
外
三
十
二
名

問
一長
以
下一

千
の
精
鋭
と
近
代
装
一
市
議
会
議
長
、
大
村
柏
市察
署
長
ら一

日
り
労
軍
一金
附
締
結
外
三
十
七
名

備
が
誇
る
十四一
円
機
動
車
が
勢
…
間
一
の
祝
辞
が
あ
り
、
団
員
、
車
両
の
一
一退
団
者
一田
市
兵

一
外
ニ
十
三
名

ぃ
レ
て
、
県
川
一
事
代
理
山
本
総
務
一
偉
容
堂
々
の
分
列
行
進
を
展
開
し
一

市
長
表
彰

部
長
、r
内
来
汽
多
数
が
出
席
し
て
勇
一
た
。

一
一三
ト
年
勤
続
一谷
野
三
郎
外

一
呂

壮
に
く
り
は
ろ
げ
ら
れ
た
。

一式
後
下
波
止
突
堤
で
全
車
両
一

斉
一
三
十
年
勤
続
)為
永
久
雄
外
二
十

式
ぽ
団
長
の
消
附
長
に
対
す
る
人

一に
白
龍
天
に
沖
す
る
加
水
訓
練
を

一九
名

員
報
告
に
始
ま
り
、
国
旗
掲
揚
、
一
行
い
、
引
つ
づ
き
陸
自
大
付
部
障
一
選
回
者
一
前
田
百
作
外
二
十
四
名

服
装
お
よ
げ
機
械
器
具
の
点
検
に
一
の
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
市
中
行
進
一
議
…
火
災
分
間
二
、
二
、
四
、
九

つ
つ
い
て

o
不
膚
の
水
、
火
災
に
一
を
行
い
中
央
公
民
館
前
で
万
歳
三
一
十
三
分
団

直
ち
に
応
ず
る
態
勢
を
堅
持
せ
よ

一唱

の

後

解

散

し

た

。

一

一

警

察
官
の
協
刀
者
一
笹
田
塁

。
と
の
大
村
市
長
の
訓
示
が
あ
っ
一被
表
彰
者
次
の
と
お
り
。

(敬
称
一

(大
村
瞥
察
署
)

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

一
(
元
分
団
長
で
消
防
脆
設
整
備
尽

郷

土

特

産

品

の

宣

伝

と

即

売

一
力
者
)
翼

賛

一
(
一
般
協
力
者
)

物

産

陳

列

所

近

く

開

広

一

ム

主

義

空

襲

須

常

雄

会

一
町
一
丁
目
家
庭
防
火
班
(
代
表
岩

市
で
は
郷
土
の
特
産
品
を
一
般
に
一
燈
を
設
置
し
て
十
分
な
採
光
を
と
一
永
国
雄
)
ム
本
町
二
丁
目
家
庭
防

広
く
宣
伝
し
て
観
光
に
供
す
る
た
一
り
、
夜
間
は
市
内
鳥
敵
図
を
灯
リ
一
火
班
(
代
表
森
竹
亀
久
三
郎
v

ム

め
、
駅
通
り
商
工
会
構
所
横
に
大
一

で
浮
き
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
一
大
入
町
新
生
自
治
会

(代
表
白
石

村
市
物
産
陳
列
所
を
新
設
中
で
あ
一
陳
列
を
予
定
さ
れ
て
い
る
物
産
は
一
子
之
助
)
ム
久
田
松
四
郎
衛
ム
川

っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
工
し
た
の
一
貝
細
工
、

真
珠
製
品
、
海
馬
物
、
一
添
武
一
ム
坂
田
文
一
ム
前
川
徳
次

で
、
一
月
末
ご
ろ
か
ら
開
庖
の
運
一
銘
葉
、
農
産
加
工
品
、
松
原
鎌
、
一
郎
ム
富
永
清
ム
岩
崎
常
雄
ム
西
長

び
と
な
る
。

一包
丁
な
ど
三
十
数
種
に
お
よ
び
即

乙
れ
は
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
平
家
建
一
売
も
行
う
。

約
四
坪
で
、
表
側
上
部
に
市
内
の
一
な
お
設
計
は
東
京
都
日
本
広
研
社

鳥
敵
凶
を
配
し
、
居
内
は
ス
ポ
ツ
一
専
務
西
国
政
吉
氏
に
よ
る
も
の
で

ト
一九基、

四
十
ワ
ッ
ト
替
光
灯
八
一
あ
る
。

(

商

工

水
産
課
)

威
容
堂
々
-A 

千
の
精
鋭

一
一
常
に
放
水

臼
龍
沖
天
・

(第162号)り

作
ム
池
田
龍
作
〈
草
野
利
一

ム
永

田
義
夫
ム
高
橋
春
男
A
林
松
次
ム

溝
上
太
久
馬

会

場

一ニ
吉
ム
和
田

但
ム
松
竹
茂
A
田
川
正
夫
ム
井
川

竹
次
ム
井
手
勝
ム
福
川
忠
久
ム
筒

井
清
ム
回
申
実
A
野
本
茂
ム
浜
田

初
雄
ム
南
充
ム
長
的
初
海
ム
野
岳

貫園
長
表
彰

川
添
寿
外
百
四
名

(
消
防
本
部
)

よだ政rn 村

…
の

式

…

1

-

一
仏

人

…

-
nuu 

…
日

成

時
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

第
二
の
グ
長
岡
博
士
グ
出
で
よ

一
第
十
回
大
村
市
成
人
式
は

一
月
十
二
興
に
寄
与
さ
れ
ん
と
と
を
期
待
す
一お
り
」
を
配
付
し
て
、
新
し
い
有

一
五
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
中
央
一
る
h
q

旨
の
お
祝
い
の
曾
葉
が
あ
り
一
権
者
の
選
挙
意
識
の
啓
発
に
努
め

一
公
民
舘
で
揮
を
行
わ
れ
た
。

一つ
ぎ
に

議

長
の
祝
辞
が
あ
っ
て

一た。

(
教
裏
員
会
)

一
と
の
日
晴
れ
の
社
会
人
と
し
て
の
一

大
村
市
長
ら
の
祝
電
披
露
、
成
人
一地
区
別
成
入
者
数
は
次
の
占
お
り

野

一門
出
を
迎
え
た
若
人
約

一
千
名
が
一
者
男
子
代
表
前
川
与
君

(竹
松
宮
一
(
地
区
、
男
女
、
計
の
順
)
ム
三

州
妄
憲
埋
め
、
大
村
市
長
代
理
渋
一
員
)
同
女
子
代
表
牧
野
や
す
さ

一浦
一
七
、
二一
二
、
四
O
ム
鈴
田
ニ

間

一
江
助
役
、
森
市
議
会
議
長
ら
来
賓
一
ん
の
力
強
い
答
辞
が
あ
っ
て
厳
粛
一五
、
二
五
、
五
O
ム
大
村

一一

一一

竺
多
数
が
出
席
し
て
も
定
刻
、
橋
本
一
に
意
義
あ
る
式
典
を
閉
じ
た
。

コ

六

て

二
七
三
ム
西
大
村

二ニ

侍

一
社
会
教
育
課
長
の
開
式
の
辞
に
始
一
式
後
、
成
人
者
代
表
に
よ
っ
て
、
一二
、
一
五
回
、
二
八
六
ム
竹
松
五

前
一ま
り
、
。
君
が
代
。
斉
唱
に
つ
づ
一
大
村
公
園
内
に
桜
二
十
本
を
記
念
一二
、
五
四
、
一
O
六
ム
賞
瀬
三

o

m一
い
て
富
永
教
裏
員
長
の
式
辞
の
一
植
樹
し
、
長
崎
大
学
教
授
池
田
晋
て
二
三
、
五
三
A
福
璽

西

、
ニ

一
あ
と
、

渋
江
助
役
か
ら
。
大
村
市
一

吾
氏
の
記
念
講
演
の
あ
占
公
明
選
一五
、
四
九
ム
松
原
二
五
、
三
五
、

一
か
ら
悶
界
的
科
書
長
岡
半
太
郎
一
挙
映
画
「
道
遠
け
れ
ど
」
、
天
然
一
六
O
ム
大
村
部
隊
二
三
四
、
O
、

一
博
士
を
生
出
だ
が
、
皆
さ
ん
も
努
一

色
記
録
映
画
「
巨
船
誕
生
」
が
上
一
一
一
三
四
ム
竹
松
部
隊

一二
四
、
O

力
さ
れ
て
第
二
の
畏
悶
博
士
が
生
千
映
さ
れ
た
。

一
、一

二
四
ム
大
村
航
空
隊
ゴ二

、

ま
れ
る
乙
と
を
願
望
す
る
と
と
も
一な
お
大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
一

O
、一
千一

に
附
界
の
平
和
と
科
学
技
術
の
振
一は
こ
の
日
成
人
者
に
「
成
人
の
し

一計
八
O
六
、
五

0
0
、
一
三
O
六
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長一
昭
和
三
十
三
年
の
新
春
を
迎
え
市

山川

一役
所
で
は
四
日
午
前
十
時
か
ら
市

大

一橋
場
で
御
用
始
式
を
行
い
引
続
き

M
一
一
般
執
務
に
入

っ
た
が
大
村
市
長

検

一は
令
職
員
に
次
の
よ
う
た
訓
示
を

刊

一行
っ
た。

器
』
仙
川

崎
悼
喝下

な
ら
な
い
の
で
あ
づ
て
、
災
害
復

旧
と
発
展
的
描
策
を
並
行
し
て
や

っ
て
行
き
た
い
。

そ
れ
で
市
職
員
と
レ
て
は
次
の
と

と
に
情
意
し
て
職
務
を
茂
行
し
て

も
ら
い
た
い。

後先

梁憂

積
極
的
服
務
期
せ

災
官
庁復
奮
と
発
展
的
施
策
を
並
行

御
用
始
式
に
市
長
訓
示

写虞;主 〈同内 )配

辞 を述ペる雌江
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ぐ上成人男子

代表。答辞
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